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【相互学習の事例：観光・まちづくりネットワーク九州】 
・九州観光推進機構では、九州観光を担う人材育成とネットワーク作りを目的とした人材育成セミナ

ー『観光・まちづくりネットワーク九州』を定期的に開催し、地元キーマンのスキルアップ、交流

を促進している。 

・人と人とのネットワークを強化するために、プログラムは２泊３日を基本としている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
【先行的なニーズに対する実験事業：九州『大人の長旅』】 
・今後のニーズとして注目される滞在志向に対する実験事業として、４泊程度のプログラムを複数用

意し各地で実施するとともに、参加者からの反応をフィードバックさせ、事業化を進めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ツアー例 ツアー例 



170 

 
仕掛６ マーケティング調査の継続的実施 
①マーケティング調査の実施・データ整理 
・主に三大都市圏の顧客層にマーケティング調査を行い、観光ニーズや北陸地域へのイメージ・認

知度、満足度などを継続的に計測し、連携プロジェクトの効果測定や、次の仕掛けを検討する戦

略的な情報収集を行う。 
・国や各県で行っている各種統計を整理し、独自のマーケティング調査を組合せ、観光関係の情報

整備を進める。 
・分析した観光マーケティングデータは、各県や地域キーマン、観光産業キーマンに提供し、次の

仕掛けを考える材料とする。 
②北陸のリピーター客の確立 
 ・北陸のリピーター客に「北陸観光ファンクラブ」に入っていただき、それぞれの顧客特性に応じ

たメールマガジンの配信を行うとともに、来訪ポイントに応じて「無料ご招待ツアー」や「北陸

の旬の地物プレゼント」等を行い、差別化を図り固定客を増やす。 
 ・「北陸観光ファンクラブ」のメンバーには定期的にアンケート等に答えていただき、マーケティ

ングに使える顧客情報のストックを進める。 
 
 

仕掛７ 観光案内の連携・機能強化 
①観光案内所の機能強化 
 ・鉄道駅や空港、主要観光地等の観光案内所に対し、北陸全体の情報を把握してもらうためのマニ

ュアルを配布し、共同研修事業等を行うことにより、新しい観光ニーズへの対応や、北陸全域の

案内機能の強化を図る。 
②旅館・ホテルとの連携 
 ・宿泊先で、北陸の観光案内が受けられるように、フロントや接客係への情報提供を強化し、北陸

に訪れた旅行者が北陸の魅力を体験できるように、ニーズに応じた情報提供を行う。 

※仕掛７は方向性３に基づく具体的施策であるが、地域資源を活用した取組みとして方向性２と合わ

せて記載している。 
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4－３ 実現化方策 
 
（１）連携・推進体制  
コンセプト ①コンパクトでネットワークを活かした分散型組織 

 中心の組織をあまり大きくせず、北陸圏域内の既存の活動主

体を活かして取り組む形態 

 プロジェクトを中心とした柔軟なプロジェクト体制 

②民間が中心となり、行政がサポートする体制 
 観光・旅行における民間の力を中心に、行政がサポートする

体制づくり 
機能の整理 ①事業管理 

 ・組織目標に基づき事業計画を立案し、事業管理を行う。 
②観光情報の収集 
 ・イベント情報、着地型観光情報の収集（観光連盟、観光協

会、観光まちづくりのキーマン等と連携） 
③物語情報の編集 
 ・編集委員会の運営（情報編集の専門家、観光産業のキーマ

ン、民俗学の専門家等で編成） 
 ・地元編集者へ外部委託 
④情報発信 
・ポータルサイトで発信（外部発信） 
・パブリシティを使った発信（定期的なプレスリリースとリ

レーションの確立） 
・観光案内所や旅館・ホテルなどへ情報を発信（内部発信） 
⑤北陸観光まちづくりの推進 
 ・北陸ツーリズム研究会（仮称）を設立し、定期的な開催を

行う。 
 ・既存観光資源と着地型観光の連携強化を図るとともに、先

行的なニーズに対する実験事業を行う。 
⑥マーケティング調査・市場情報の分析 
 ・観光情報の収集分析や独自のマーケティング調査の実施を

行う。 
民間と行政

の連携方法 
①民間がイニシアティブを発揮する。 
・旅行マーケットに詳しく、関係者との人脈を持つキーマン

が中心となり、事業計画を立案し組織を運営する。 
・旅行エージェント、キャリア（交通事業者）、宿泊業者が

中心となり、経済団体を巻き込む。 
②行政がサポートする 
 ・各県を中心に人・金・情報等の面でサポートし、体制の維

持を図る。 

連携・事業推進の本部 

プロジェクト 
マネージャー  
 

● 

● 

● 

総 括 
マネージャー 

 

事業サポート 
資金・人材・情報 

◆民間事業者◆ 
 旅行エージェント、キャリア（旅客事業

者）、宿泊業者が中心となり、経済団体を

巻き込む 
  
◆行政機関◆ 
各県、国のブロック機関、市町村等 

②観光情報の収集 
・イベント・祭り情報 
・着地型観光情報 
・その他観光情報 

情報収集／情報提供 
・各県観光連盟 
・各市町村観光協会 
・観光まちづくりキーマン（着地型

観光、グリーンツーリズム、エコ

ツーリズム）、その他関係者 

（ 数 名 ）

編集委員会 
・情報編集の専門家、地域情報のキ

ーマン、観光産業のキーマン、民

俗学の専門家、大学等 

ポータルサイトの運営 

北陸ツーリズム研究会（仮称） 
・観光まちづくりキーマン、観光産

業キーマン、専門家がネットワー

クをつくり、新たな観光スタイル

を推進する研究会を開催 

マーケティング調査の実施 

③物語情報の編集 

・北陸の情報の深堀り 
・観光客、エージェント向けの編集 

エディター、ライターへ外部委託 

④ 情 報 発 信 
・ポータルサイトによる発信 
・パブリシティによる発信 
・観光情報窓口、宿泊施設における

発信 
WEBデザイナーへ外部委託 

パブリシティとの連携 
・首都圏：新聞社、雑誌社、ＴＶ局、

ラジオ局…との連携強化 
・メディアへのプレスリリース 

観光窓口・宿泊施設との連携 

⑤観光まちづくりの推進 

・観光まちづくりの相互学習 
・着地プログラムと観光産業の連携

強化 
・観光に関する実践的研究や先行的

なニーズの把握 

⑥ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ調査・市場情報 

マーケット情報収集と分析 
・マーケティング調査の実施 
・観光情報の収集分析 

プロジェクト（機能） 連 携 方 策 

 ①事業管理 
 

連携・推進体制概念図 

プロジェクト 
マネージャー  
 

プロジェクト 
マネージャー  
 

仕掛１ 

仕掛２ 

仕掛３ 

仕掛５ 

仕掛６ 

仕掛７ 

着地プログラムの情報発信 仕掛４ 

仕掛 1,3,4,7 
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（参考）先行事例の推進体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①九州観光推進機構 
【民間と行政の関係】 
・「九州全体の官民合同による推進主体」の設置

・行政と民間から資金と人員を提供 
資金：各県等からの負担金 2.2億円 
企業・団体からの会費 2.8億円 
         合計 5億円 

人員：各県から 1人ずつ 7名 
民間から 17名    合計 24名 

※九州経済連合会の協力により、旅行エージェン

ト、交通事業者（鉄道、航空、バス）等の観光

関係企業をはじめ、ＮＴＴ等の観光に直接関係

の無い企業からも資金・人員が出ており九州が

一丸となって連携している。  
【組織形態】 
・企画部、国内誘致推進部、海外誘致推進部の三

部門からなる事業部制組織。  
【外部連携】 
・民間事業者、各種観光団体・組織、国、自治体、

大学、地域住民と連携して進める。 
 

②東北観光推進機構 
 
【民間と行政の関係】 
・「観光戦略推進のための総合的な役割

を担う体制づくり」 
・行政と民間から資金と人員を提供 
資金：各県等からの負担金 1.1億円 
    企業・団体からの会費 0.9億円
            計 2.0億円 
人員：各県から 1人ずつ 7名 
民間から 8名   合計 15名  

【組織形態】 
・企画部門、国内事業部門、国際事業部

門の三部門からなる事業部制組織。   
【連携・協力・支援】 
・民間事業者、各種観光団体・組織、国

（ＶＪＣ等）、自治体、大学、地域住

民 
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（２）スケジュール 
・今年度は、北陸圏が連携して取り組むべき具体的方策（仕掛け）の検討を行った。 
・平成 26年度の北陸新幹線開業に向けて、認知度の向上、魅力の向上を進めていくために
は、次年度より、観光交流戦略の具体化及び連携・推進体制の強化の具体的検討を行い、

早い段階で戦略の実践段階に移ることが望ましい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20 年度 

圏域内外の広域的な人的交流の実態把握・ニーズ

「北陸らしさ」を備えた地域資源の掘り起こし

北陸圏における交流活発化の課題・具体的方策

 
・実施事業の優先順位、スケジュ

ール 
・各事業の事業計画の策定（詳細

な内容検討、実施予算の算出

等） 

北陸圏の観光交流 
戦 略 の 具 体 化   

・既存組織の活用や連携等も視野

に入れた北陸圏における連

携・推進体制の強化に関する具

体的検討 

連携・推進体制の強化 
の具体的検討 

強化された連携・推進体制による観光戦略の実践 
●認知度の向上 ●観光魅力の向上 ●観光しやすい環境づくり 

開業キャンペーンの実施 
●首都圏での集中的なＰＲ

平成 26 年度

平成27年度

以降

北陸新幹線の開業 

平成 21 年度 

以降 
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調査のまとめ 
北陸圏（富山県・石川県・福井県）は地理的条件や歴史的な特性から一体性の強い地域で

あるとともに、伝統、文化、自然、食などの地域資源に恵まれた圏域である。一方、人口減

少時代を迎えるにあたり少子高齢化が最も急速に進む圏域の一つであると予想されている。

北陸圏においては、定住人口が減少する中で、交流人口の拡大による地域社会の持続的発展

が模索されており、北陸新幹線開業効果の活用が今後の地域社会の発展を左右する大きなポ

イントになる。交流人口の拡大のためには、北陸圏のそれぞれの地域が効果的な取組みを進

めるとともに、北陸圏が連携した交流活発化のための一体的な仕掛けが必要となる。その仕

掛けを検討することが本調査の目的である。 
 こうした中、北陸圏の交流について現状整理を行った結果、交流人口は伸び悩みの傾向に

あり、近畿圏、中部圏からの旅行者が多い反面、国内最大のマーケットである首都圏からの

シェアが小さいこと、また、「北陸」のイメージ不足に起因する北陸の認知度の低さが旅行

動機に結びつかない原因であることが課題として整理された。 
 また、地域資源の掘り起こしを目的に、「北陸らしさ」について再整理を試みたところ、

北陸には高度経済成長期に日本が失ってしまったもの、大切に残したいものが生活文化とし

て色濃く残っているという視点から、「日本の真ん中に残された原風景」という共通特性が

抽出されるとともに、自然、温泉、歴史的都市、農山漁村など、北陸らしい地域資源を活か

した新しい観光の取組みが北陸の各所で進みつつあることが確認できた。 
 今後、新幹線の開業効果を持続的に活かすためには、「北陸」のイメージづくりによる認

知度向上とともに、観光コンテンツの魅力を高め旅行者に高い満足度を与える必要があるが、

観光ニーズは大きく変化しつつあり、個人化、多様化が進む中で、地域風土を肌で感じるホ

ンモノ志向の着地型観光へのニーズの高まりや滞在指向へのシフトも指摘されている。その

ような観光ニーズの変化をふまえ北陸圏で不足している取組みを整理したところ、認知度の

面では北陸の再ブランド化が進んでおらず情報発信のブランド軸が定まっていないこと、魅

力向上の面では、「北陸らしさ」を活かし旅行者のニーズに対応する新しい観光スタイルの

推進が一体的に進んでいないことが課題として浮かび上がってきた。 
 本調査では、取組むべき課題に対し、具体的な方策（仕掛け）を７つ提案している。中で

も認知度向上の面では「仕掛 2 北陸・物語情報の編集」及び「仕掛３ 北陸の地域魅力に関
するパブリシティ窓口の形成」、魅力・満足度向上の面では「仕掛５ 北陸の観光まちづくり
の推進」に対し、委員会、ワーキングにおいて重要性を指摘する声が多く聞かれた。 
 最後に具体的な方策を実施する連携・推進体制のあり方について提案を試みている。北陸

の各地で活躍している観光まちづくりのキーマンと連携したネットワーク型の体制を構築

することが提案内容である。 
本調査は北陸圏の観光行政、観光事業者、観光まちづくりのキーマンの方々に、計７回の

会議にお集まり頂き、ご意見を頂いた内容をとりまとめたものである。次のステップとして、

連携・推進体制の検討を進め、交流活発化の仕掛けの早期着手が望まれる。 
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